
日 野 都 市 計 画 事 業 西 平 山 土 地 区 画 整 理 事 業

令和元年度-令和５年度　５ か 年 計 画 図 注：作図する場合は、必ず該当する画層で作図する。

作図の各設定は、基本的に ByLayerで作図する。

基本的にモデル空間で着色する。

注釈、凡例等、シートごとの設定が必要なもののみ、

ペーパー空間で作図する。

各設定は、下記のとおり。

保存する場合は、作業前と同じレイアウト画面にしてから保存する。

保留地：モデル画面で作成

画層→保留地（処分予定）、（処分済）の各画層で作図

   色→ByLayer、ハッチング透過性→50

   線（未処分）、（処分済）→　ByLayer

※線（処分予定）→画層を年度毎の保留地処分箇所へ

各年度道路施工箇所：モデル画面で作成

画層→各年度道路施工箇所で作図

   色→ByLayer、ハッチング透過性→30

   線→線種等全てByLayer

施工済道路：モデル画面で作成

画層→施工済道路で作図

          ただし、H30施工道路は「30年度道路施行箇所」の画層で作成している

   色→ByLayer、ハッチング透過性→50

   線→全てByLayer

公園・緑地：モデル画面で作成

画層→公園・緑地

   画層→各年度道路施工箇所で作図

   色→ByLayer、ハッチング透過性→80

   線→線種等全てByLayer

水路：モデル画面で作成

画層→水路

   画層→各年度道路施工箇所で作図

   色→ByLayer、ハッチング透過性→80

   線→線種等全てByLayer

各年度建物移転箇所：モデル画面で作成

画層→各年度建物移転箇所で作図

   色→ByLayer、   線→線種等全てByLayer

各年度整地箇所：モデル画面で作成

画層→各年度建物移転箇所で作図

   色→ByLayer、

　 線→線種等全てByLayer

　 ※埋文対象面積、擁壁加算対象箇所の整地面積を算出するために利用

　
　【日野都市計画道路３・３・２号線Ⅱ期区間】

   仮道整備に向けた用地確保、遺跡調査の実施

　
【日野都市計画道路３・３・２号線Ⅰ期区間】

用地確保の完了と仮設道路の開通

＜外部資料について＞

H31-35の５か年計画では、

地区界や街区番号、施工済道路、

H31～35の各年度施工道路のみの着色することとした。

→建物や水路、保留地、並びに現況図（現建物・道路、河川等）は非表示とした

　
　【長沼橋周辺エリア】  整備方針の検討

　
狭あい道路の解消に向けた継続した取り組み

水　　路

公　園・緑　地

この５か年計画図は、基本的な整備の方針を示す図面です。

そのため、各年度毎の進捗状況や施行箇所は変更になる

可能性があります。また、色塗りのない箇所を施行する

場合もあります。

　
５か年計画施行箇所

施工済道路

(一部暫定整備を含む）


